
令和2年4月より金沢市立病院呼吸器内科・科長に就任いたしました

古荘 志保（ふるしょう しほ）と申します。25年の長きにわたり

呼吸器内科・科長をお勤めになった中積 泰人先生の後任として、

重責をかみしめる毎日です。微力ではございますが、病院のため専心

努力していく所存でございますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。

10年前から当院に勤務させていただいておりますが、それ以前、大学では気管支喘息や咳など、

アレルギー疾患を中心に診療研究を行っておりました。喘息は年々増加傾向にあり、2017年の有病率

調査では成人の約10％が喘息と推定されています。吸入ステロイドに代表される抗炎症薬や長時間

作用型気管支拡張薬などの治療により喘息死は減少してきましたが、未だ解明されていないことも多く、

病態や治療の研究が進んでいます。日常診療の問題点も残っており、例えば診断困難な症例があるため、

呼気NO検査、気道可逆性試験、過敏性試験やピークフロー測定など、客観的な検査による確定診断が

必要な場合があります。また、難治性喘息では、合併症の管理や薬物療法の確認が必要で、適切な吸入

指導により重症度が改善する場合もあります。さらに、十分な治療にもかかわらずコントロール不良な

難治性喘息では、サイトカインをターゲットとした抗体製剤が臨床応用されています。血中IgEや好酸球

数などバイオマーカーや合併疾患に応じて、このような新規の薬剤治療も当院で行っております。診断

や治療に難渋する症例がありましたら、ご相談いただければ幸いです。

今年度は古荘・市川・黒川・武田の呼吸器内科医師4名体制で、肺癌や間質性肺炎など幅広く呼吸器

疾患に対応可能です。また、金沢メディカルステーションヴィーク・中積先生と連携させていただき、

睡眠検査・外来やCPAP導入などは当院で継続して行っております。With コロナの時代ですが、十分な

感染対策を行い、安心安全な医療を提供してまいりますので、患者さんのご紹介をいただけますよう、

何卒よろしくお願いいたします。

 

金沢市立 

呼吸器内科 科長 古荘 志保

《 呼吸器内科の診療体制について 》
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《 健康管理センターからのお知らせ 》

健康管理センター室長 池田 正人

金沢市立病院で24年間脳神経外科医として勤務し、この度健康管理

センターにて勤務することとなりました。

ｔPA静注療法や、急性期血栓回収術により、超急性期閉塞性脳血管

障害の治療成績が向上したことは間違いありません。しかし一旦脳卒中

を発症した際には何らかの後遺症を残す場合がほとんどです。そのこと

を考えるとどのように予防するかが重要であり、危険因子についてあらかじめチェックをし、予防

していくためにも人間ドックは有効です。

今年度から、脳ドックの予約枠を毎日設定することといたしました。従来脳ドックは、宿泊

ドックのオプションとしていましたが、日帰りドックのオプション、さらに脳ドック単独でも実施

していく予定です。ご自身の健康管理、病気の早期発見のためにも是非人間ドックを利用してくだ

さい。

健康管理センターでの仕事を始めていきなり、新型コロナウイルス感染症のため人間ドックは

休止する状況となり、6月からやっと再開することが出来ました。COVID-19関連の報告でも、ICU

管理された重症患者で糖尿病、喫煙歴、睡眠時無呼吸、慢性腎疾患などが高率に合併しているとの

報告や、高血圧、心血管疾患、高コレステロール血症患者に、より高率に呼吸器治療が必要となっ

たとの報告もされています。

疾患の予防、早期発見、身体のメンテナンスに、定期的な人間ドック受診をお勧めします。よろ

しくお願いいたします。
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ヒトは進化の過程で二足歩行が可能となるに伴って、上肢の独立

運動が可能となり他の霊長類に比べて手指が著しく発達しました。

そして手指の発達により得られたのが、母指の対立運動です。母指

の対立運動とは、母指が回旋することで他の指と相対するような形

になり、指同士をくっつけるような運動をいいます。この運動はもの

を握ったり、つまんだりといったヒト特有の動作を可能としました。この母指対立運動を

可能としたのが母指CM関節です。ヒトの母指CM関節は母指対立運動を獲得するため、

鞍状関節という特殊な形状に進化しており、自由度の高い複雑な運動が可能な関節となって

います。その一方で、母指は使用頻度が高い指となったため、日常生活動作で負担がかかり

やすい指となりました。特に対立動作や握り動作では関節面に大きな力が集中するため、

母指CM関節は変形性関節症を発症しやすい関節でもあります。変形性関節症は関節への負荷

によって軟骨の摩耗が生じ、関節が変形する疾患であり、母指CM関節の変形性関節症を母指

CM関節症と言います。日本における手の変形性関節症の調査では、40歳以上における母指

CM関節症の有病率は約50%と報告されており、極めて有病率が高い疾患であることが

分かっています。高齢化が進行する日本では、今後、母指CM関節症の患者はさらに増加する

ことが予想されます。この母指CM関節症では母指運動時の激しい痛みや可動域制限を生じる

ため、日常生活に支障をきたすことが問題となります。そのため、的確な治療を行い病状の

進行を予防することが重要です。

治療としては投薬、装具療法、関節注射が有効とされています。また母指の外転、

屈曲を伴う動作（ビンのふたを開ける、ペットボトルのふたを開けるなど、母指を

大きく開くような動作）を控えて他の動作で代用する、両手を使うことを勧める

などの生活指導も疼痛を引き起こさないために大切です。これらの方法でも

よくならない場合には手術療法を行うこともあります。母指CM関節症に限らず、

母指や手の痛みで困っている患者様がいらっしゃいましたら、

お気軽にご相談ください。

《 ヒトの進化によって発生した母指の関節症 》

整形外科医長 中田 美香
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《 新型コロナウイルス感染症対策講習会を

開催しました！ 》

令和2年6月25日、社会福祉法人陽風園の施設職員の方々を対象として、新型コロナウイルス

感染症対策講習会を開催しました。当院より、DMAT・感染対策チーム・地域連携室からなる

プロジェクトチームを派遣し、金沢市保健所同席のもと「災害対応としての新型コロナウイルス

感染症対策」「感染症対策の基本」「社会福祉施設における課題」と題してお話ししました。施設

の医師、看護師、介護職、相談員等幅広い職種の方にご参加いただき、「災害対応としての感染症

対策の考え方が参考になった」「施設の対策を見直すよい機会となった」等、好評を得ました。

今後も施設と病院の連携の一環として、対象施設を拡大しながら新型コロナウイルス第二波到来

に備えた防護服の着脱訓練やゾーニングのシミュレーション等、継続して開催していく予定です。

災害担当部長（整形外科科長）

森川 精二

《 開放病床の運用を再開しました 》

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、開放病床の運用をしばらく停止しておりましたが、７月

より登録医の先生からご要望のある患者さまを対象に運用を再開しました。開放病床ご利用希望の

際は、地域連携室までご連絡くださいますようお願いいたします。
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